砂丘水くみ唄　歌詞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[bookmark: _GoBack]砂丘水くみ唄　ナレーション（ステージ前には必ず演出として読む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北条砂丘に嫁殺しがあった。昭和三十年頃まで続いた。焼けつく砂に水をかけて作物を作った。すり鉢のような浜井戸から日に何回も水をかつぎ上げた。その水かけは女の仕事だった。浜に来た嫁はその辛さに泣いた。いま砂丘は水を得て生きている。嫁の涙はスプリンクラーの水に消えた。若い世代はあの苦しみを知らない。知る必要もない。ただ、緑いっぱいに生きている砂丘の歴史を、ここに住む人びとは知らねばならない。「水くみ唄」は、浜に住む人びとの生きざまを語り継ぐ史であり、詩である。

（唄本編に入る前に「ヨイショコラ・ヨイショコラドッコイショ」という水をくむ、運ぶ、かける、という一連の作業の際の掛け声が入る。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ハァ～　深い井戸水くみあげる　嫁女かわいやいいの笠　

ハァ～　肩の水桶底なし桶よ　くんだはなから空になる　　　　　　　　

ハァ～　今日はくるかと待たせておいて　どこにそれたか夏の雨　

ハァ～　日照り続けば浜砂畑　嫁が涙で砂ぬらす　　　　　

ハァ～　朝まはよから浜井戸通い　隣の嫁にゃ負けられぬ　

ハァ～　肩の水桶くんでは流す　何度通えば終わるやら　　　

ハァ～　乳がはっても井戸干すまでは　帰りたいけど帰れない

ハァ～　九段十段水かつぐのも　おらが子のため家のため　

ハァ～　山にゃ降っても浜にゃこない　こないお前がにくらしい　

ハァ～　ハスの花咲く浜井戸端で　かえる鳴く鳴く雨を待つ　

ハァ～　山のカラスよ何とりにきた　浜にくるなら雨もってこい　

ハァ～　主の足あとつたってのぼりゃ　たごの重さも苦にならぬ　
